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「ふくいロボットテクニカルセンター」（愛称：ふくいロボット道場） 
オープン！

トピックス 

 

 

 

 

福井県では、県内製造業（機械、電気、電子、繊維、眼鏡等）や非製造業（サービス業、医療、介護、
福祉分野等）へのロボット導⼊促進や⽣産効率化を図るため、⼯業技術センター内にロボット開発施設の
整備を進め、平成３０年３⽉２２⽇に「ふくいロボットテクニカルセンター」(愛称：ふくいロボット道場)
をオープンしました。 

ふくいロボット道場では、多軸アーム型ロボット、協働ロボット、双腕ロボット、パワーアシストスーツ
等の様々なロボットを整備し、ロボット導⼊前のご相談や体験から、ＡＩを組み込んだロボット技術開発、
導⼊後の運用・保守までを一貫して支援します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【ふくいロボットテクニカルセンター設備】

多軸アーム型ロボット
(EPSON C4-A601) 

 
複数の関節をもつ腕型ロボット。
天井取付型で柔軟に動作可能。
大幅な改修なしで⽣産ライン
への導⼊ができる。 
 
<仕様> 
制御軸：6軸 
可搬質量：4kg 

スキャナ型3次元測定機 (㈱キーエンス VL-300)
 
非接触で⽴体形状、寸法を測定する装置。試作したロボット
部品などの形状の良否を計測できる。 
 
<仕様> 
測定範囲：φ70×H50mm(高倍) 

φ300×H200mm(低倍) 
繰り返し精度：2μm  測定精度：±10μm 

協働ロボット 
(住友重機械⼯業㈱ sawyer)

 
安全柵が不要で⼈と協働作業
できるロボット。⼈との至近
位置で搬送や部品の設置など
を⾏い、作業効率向上を図る。
 
<仕様> 
制御軸：7軸 可搬質量：4kg
最大リーチ：1260mm 

軽作業用パワーアシストスーツ
(㈱ATOUN  PLN-03) 
 
補助モーターで軽作業時の身体への
負担を軽減する全身型パワーアシス
トスーツロボット。荷物の運搬、中
腰での作業負荷を軽減する。 
<仕様> 
アシスト⼒：上肢10kg、下肢10kg 
歩⾏速度：4km/時 
階段昇降段差：180mm 

小型5軸マシニングセンタ
(モディアシステムズ㈱ 

MM100EX-5H) 
 
５軸制御により複雑形状の加⼯を
⾏う⼩型加⼯装置。ロボットハン
ド･アタッチメントなどのパーツを
試作できる。 
 
<仕様> 
主軸出⼒:350W Max60,000RPM 
各軸動作範囲： 

X軸;150mm、Y軸;120mm、 
Z軸;110mm、A軸;±999度、 
B軸;制限角度まで 

双腕ロボット (㈱安川電機 MOTOMAN-SDA5D)
 
二本の腕で⼈間の作業を再現可能なロボット。箱の組み
⽴てや、解包などの作業ができる。 
 
<仕様> 
制御軸：15軸  可搬質量：5kg(片椀) 
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＜利用⽅法について＞ 
設備によって担当者が異なりますので、まずは、お気軽にお電話下さい。 
⼯業技術センター電話番号：0776-55-0664（ふくいロボットテクニカルセンター担当まで）

ふくいロボットテクニカルセンター配置図

【解析シミュレーションソフトウェア等】
 

制御シミュレーションソフト 
(The MathWorks GK  MATLAB®/Simulink®、他) 
 
ロボット、メカトロ機器のシミュレーション、⾏列計算、関数とデータの
可視化、画像処理やニューラルネットなどを、短いコードで実⾏できる。
ステレオカメラによる深度推定、ロボットアームのモデルシミュレーショ
ンなどに使用。 

産業用計測カメラシステム 
 (Lumenera Corporation Lt16059HM) 
 
高感度・高解像度・高ダイナミックレンジのCCDセンサーを搭載した研究用に使用で
きる産業用USB3.0カメラ。ステレオカメラとして用いることで、ロボットの作業ワ
ークの距離関係を認識できる。 

構造解析ソフト 
(アルテアエンジニアリング㈱ HyperWorks ) 

 
形状最適化、弾性体の機構解析、複合材料の均質
化解析等が⾏えるソフトウェアから構成。ロボッ
ト部品の形状最適化や、ロボットの挙動確認とそ
の際の部材の強度評価が可能。また、樹脂や繊維
の特性から、複合材料の特性を予測する均質化解
析など幅広い解析を⾏うことができる。 

３DCADデータ修復ソフト 
(㈱IDAJ CADfix) 
 
3DCADデータの修復や形状簡略化が⾏うことができるソフト。3DCADデータを用いて構造解析等のシミュレーシ
ョンを利用する場合、このソフトを利用すれば、抜け落ちた⾯の修復や、⽳やフィレットなど構造解析には不要な
微⼩形状の削除が可能。 

大規模メッシュ分割ソフト 
 (㈱テクノスター Jupiter-Pre) 
 
構造解析シミュレーションのプリプロセッサで、
モデルのメッシュ分割(四⾯体、六⾯体)、解析条件
の設定として荷重条件、拘束条件が設定できる。 
１億節点規模の大規模メッシュの作成が可能で、 
詳細なシミュレーションの準備を⾏うことができる。 

初期形状 最大変位を指定した 

最適計算後 
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設備紹介 

宇宙産業関連試験設備の紹介 
 

 
福井県では、産学官⾦が協⼒して、県内企業の技術を結集した超小型衛星の打ち上げを目指す

「福井県⺠衛星プロジェクト」を推進しています。そこで、この小型⼈⼯衛星を製造するために必
要な試験設備を整備しましたので紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<担当者> 新産業創出研究部 末定 

大型電波無響室（6面電波暗室） 
 (TDK、日本シールドエンクロージャ 電波全無響室) 
 
<仕様> 

有効内寸：無響室；W3600×D8900×H3600mm 
計測室;W3450×D4950×H2950mm 
シールド性能：-80dB以上(30MHz〜40GHz：平面波) 
測定距離：5m 
Quiet Zone  領域：直径1m球 
           反射量：1GHz；-30dB以下、2Ghz；-38dB以下、 

3GHz；-45dB以下、5〜40GHz；-50dB以下  
<装置概要> 

計測室と、電波吸収体で床、壁、天井の六面が覆われた無響室から構成。
無響室は、外からの電波の侵入を防ぐとともに、その中で発生した電波は
電波吸収体で吸収されることで、宇宙空間の電波環境を模擬することが可
能。無響室のアジマスエレベーションテーブルに、アンテナ等の電波放射
源を固定し、計測室から測定できる。小型⼈⼯衛星が持つ各種アンテナの
測定に使用。 

アンテナ測定システム（衛星評価システム）
 (キーサイトテクノロジ、マイクロウェーブファクトリ、デバイス) 
 
<仕様> 

スペクトラムアナライザ：3Hz〜44GHz 
アンテナ：標準ゲインホーンアンテナ(1.7〜33GHz)、円偏波アンテナ(0.4〜40GHz) 

     クアッドリッジホーンアンテナ(0.4〜18GHz) 
アジマスエレベーションテーブル：アジマス部回転範囲；±180度有限回転(0.01度分解能) 

                エレベーション部；±45度(0.01度分解能) 
アンテナタワー：1〜4m(1mm分解能、チルト角付) 
測定項目：アンテナパターン、占有帯域幅、交差偏波識別度、実効放射電⼒  

<装置概要> 
大型電波無響室の中で、アンテナが放射する電波の強度を測定し、放射する方向と電波強度の関係を測定

する。40GHz以下の電波に対応した種々の標準アンテナを用意し、特に衛星通信に使われる、円偏波に対応
したアンテナを備えて、衛星に搭載されているアンテナの特性を測定・解析する。

熱真空試験機 (テクノリサーチ㈱ ヘリウム冷凍方式スペースチャンバ)
 
<仕様> 

真空容器：内寸；φ1600mm、材質；ステンレスSUS304   真空度：10-4Pa以下 
冷却方式：ヘリウム冷凍機(７台)   加熱方式：ハロゲンランプ（５方向） 
計測端子：D-SUB50、D-SUB25、BNC、SMA、Ｔ型熱電対コネクタ  

<装置概要> 
上空数百km程度の地球近傍の宇宙空間を周回する小型⼈⼯

衛星を主な試験対象とし、その軌道上の熱環境を模擬するこ
とができる。試験機内部を⾼真空に保ち、７台のヘリウム冷
凍機により冷却される４枚の冷却板によって試験機内部は冷
却され、低温条件で衛星の動作試験を⾏うことができる。 

また、ハロゲンランプが５方向に配置され、宇宙空間で太
陽光に照射された状態を模擬することで、⾼温条件下の⼈⼯
衛星の動作試験が可能になる。 
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設備紹介 

ＩｏＴに対応した e-テキスタイル製造設備の紹介 
 

 
福井県では、県内ものづくり企業へのIoT導入を推進しており、県内企業へのIoTの活用やITを活

用したウェアラブル機器の研究プロジェクトの創出を促しています。 
そこで、工業技術センターでは、IoT技術を材料開発の分野から⽀援するため、e-テキスタイル

の製造設備を整備しましたので紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

スポットリフロー装置 
 (東レエンジニアリング㈱ スポットリフロー装置) 
 
<仕様> 

加熱部：平面加熱（Φ=２cm）、部分加熱（Φ=２mm） 
制御部（加工条件）：出⼒、加熱時間  

<装置概要> 
誘導加熱⽅式を利用することにより、加熱したい部位にある

⾦属系部材のみを加熱することができ、周辺部材への熱の影響
を最小限にすることができる装置。 

加工条件により、通常のハンダ溶融温度では溶けてしまうよ
うなポリエステル繊維など、電子部品の実装が困難であった低
融点の素材でも加工することが可能で、例えばテキスタイルに
織りこんだ導電性繊維とフレキシブル回路基板等を、テキスタ
イル基材の損傷が少ない状態でハンダ接続することができる。 

このように、様々な用途に展開するIoTのシステムの構成部
材の一つであるスマートテキスタイルの開発に使用できる。  

<担当者> 新産業創出研究部 増田、辻、帰山 
 

 

特殊ニードル織機 
(㈱ヤコブミューラーアーゲーフリック社 
高速電動式リニアモーターニードル織機 
NH2 53-4/66 Z93B) 

 
<仕様> 

よこ糸挿入機構：２段ニードル⽅式 
(1)グランドよこ糸挿入：アイレット式ニードル使用 
(2)ポケットよこ糸挿入：フォーク式ニードル使用 

よこ糸密度：電子制御(10 本/cm 以上 50 本/cm 以下） 
そうこう枚数：16枚  

<装置概要> 
細幅の織物を製造する装置。 
２段レピア機構により、２種類のよこ糸を挿入す

ることが可能となっている。多層構造織物やたて糸
の一部をよこ糸として織る特殊な組織も簡単に作製
することができる。この技術を有効に利用して、IoT
システムを構成するスマートテキスタイル等の試作
に使用する。  

<担当者> 新産業創出研究部 増田、辻、帰山 
 

特殊ニードル試作例 
 

※写真の黒い領域は2種類

のよこ糸が挿入され、

多層の袋形状を構成して

いる。 

スポットリフロー装置 

※平成２８年度補正予算(経済産業省) 

「新成長産業創出促進事業費補助金(地域未来投資の活性化のための基盤強化事業)」で整備されました。

特殊ニードル装置 

細幅織物にフレキシブル

基板を加工している写真
 

※スポットリフローの 

加工部を拡大 
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設備紹介 

その他の新規設備・機器の紹介 
 

 
県内企業の新製品開発、技術の⾼度化を⽀援する研究･指導のため、平成２９年度に導入したその他

の新規設備・機器を紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オンラインブレンド射出成形機 
 (㈱東芝機械 LFormer 100-2AP) 
 
<仕様> 

最⼤型締⼒：980kN  最⼤射出圧⼒：220MPa 
最⼤射出速度：300mm/sec  理論射出体積：128cm3 
スクリュ回転速度：390mm-1 
フィラメント供給口を有するスクリュ・プリプラ式射出成形機  

<装置概要> 
プラスチック用スクリュ・プリプラ式電動式射出成形機に、フィ

ラメント供給口を付加した装置。単軸スクリュにて成形用ペレット
を溶融可塑化するのと同時に⻑繊維フィラメントを複合化し、プラ
ンジャにて射出成形することができ、⾼性能な熱可塑性繊維複合材
料の成形技術開発に適している。 

繊維複合材料成形品中の繊維⻑を⻑くすることができ、従来にない⾼強度な成
形試作が可能。また、FRTPの直接射出成形のほかに、無機充填プラスチック、
ポリマーアロイ、未乾燥原料、リサイクル材料の直接射出成形ができる。  
<担当者> 新産業創出研究部  雲⻯ 

テキスタイル引張試験機 
 (㈱島津製作所 AG-10K NXplus形 

(メディカル仕様)) 
 
<装置概要> 

医療材料用試験機として、部材に錆びに
くく汚れにくい材料を使用。試作材料に汚
れや埃が付着しない状態で、テキスタイル
や繊維の強伸度等の引張特性を測定でき
る。  

<担当者>  化学･繊維部 岩下 

非接触式変位計測装置
 (GOM社 ARAMIS ProfessionalLine with ARAMIS 

6M) 
 
<装置概要> 

２台のカメラで試料を撮影し、非接触で三次元の変位
を測定する装置。材料表⾯にスプレー等を用いてランダ
ムパターンを作成し、デジタル画像相関法（DIC）によ
り三次元座標、三次元空間での変位や速度等の３Ｄ挙動
解析が可能。  
<担当者>  化学･繊維部 岩下 

エネルギー照射焼成装置 (Xenon S-2210)
 
<仕様> 

最⼤放射エネルギー：17.5J/cm2 
（※3kV、3.0ms設定時でランプ下⾯から25mm位置にて） 
パルス発光時間設定：0.1ms〜5.0ms【0.05msステップ】 
発光波⻑     ：240nm〜800nm 
照射範囲     ：150mm×150mm  

<装置概要> 
プリンテッドエレクトロニクス分野を中⼼とした⾦属を含む導電性イン

クを焼結(光焼結)させる装置。テキスタイルやPETフィルムなど熱に弱い素
材上での⾦属ナノ粒⼦の焼結が可能。印刷プロセスなどを用いて電気配線
の作製などが可能。 

テキスタイル上へ電気配線を作製しスマートテキスタイルの試作のため
に使用。基材となるテキスタイルに導電性インクを用いて、配線パターン
を印刷し、光焼成により繊維を傷めずに焼成することで電気配線を作製で
きる。  

<担当者> 新産業創出研究部 辻、増田
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回転式熱処理装置
 
<装置概要> 

粉体試料に処理ガス雰囲気下で均⼀に加熱
処理する装置。粉体試料を均⼀に加熱するた
め、試料容器を回転させる機構を有してい
る。粉体試料を試料容器に入れて試料容器ご
と回転させることで、内部の粉体試料を撹拌
しながら加熱処理を⾏うことが可能。また、
加熱時に減圧や雰囲気ガスの導入ができるた
め、酸素等による試料の劣化や変質を防ぐこ
とができる。  

<担当者> 機械・⾦属部 ⼩林 

斜めカット巻き取り装置 
 (㈱ホクシン HOW-S17) 
 
<装置概要> 

たて糸とよこ糸のフラットヤーンが90度および
60度の角度で交わりながら織られた袋状の織物
を、斜めにカットしながら⼀定の速度で巻き取る
ことによって、バイアス織物を得ることができる
装置。織物の形状を維持する「形状維持機構
部」、形状を維持した部分をカットする「カット
機構部」、カットした織物を⼀定の速度で巻き取
る「巻き取り機構部」で構成。  

<担当者> 化学･繊維部 川端 

セラミックス熱分析装置 
 (㈱リガク Thermo plus EVO2(TG-DTA、TMA)) 
 
<仕様> 

TG-DTA 試料量：最⼤ 1g  
測定温度範囲：室温〜1500℃(常用1350℃) 
測定雰囲気：⼤気・不活性ガスフロー 

TMA    本体部/検出方法：示差膨張方式 
  標準試料サイズ：φ5mm ⻑さ10〜20mm 

測定温度範囲：室温〜1500℃ 
測定雰囲気 ：⼤気・不活性ガスフロー  

<装置概要> 
●TG-DTA 

熱重量測定(TG)は、試料を⼀定速度で加熱させつつ、その重量
変化を測定。示差熱分析(DTA)は、基準物質とともに試料を加熱
させ、両者の温度差の変化を測定する。 

これらの⼆つの装置を組み合わせ、同時に測ることで試料の熱
的変化(融解、酸化、熱分解等)を推定することができる。 

●TMA 
 熱機械分析(TMA)は、標準試料と測定試料に荷重を加えつつ⼀
定速度で加熱させたときの熱膨張量の差から、試料の熱膨張量を
測定。  

<担当者> 化学･繊維部 笹原、⻫藤 

高精細ハイスピードカメラシステム 
 (㈱フォトロン FASTCAM Mini AX) 
 
<仕様> 

解像度：1024×1024ピクセル 
最⾼撮影速度(フルフレーム)：6,400fps 
最⾼撮影速度(分割フレーム)：900,000fps 
最短露光時間：260nsec 
ISO感度(ISO12232 Ssat standard準拠)：30,000以上  

<装置概要> 
100万画素の撮像素⼦を内蔵し⾼精細な⾼速撮影が可能。 
①⾼精細ハイスピードカメラ、②同期撮影が可能な２つの⼩型ハイスピードカメラ、③照明、④制御部より

構成。レーザ加⼯現象のような非常に⾼速な非定常現象について動解析を⾏うことが可能。また、変位計や加
速度計などのセンサーからのアナログ波形をカメラの撮影と同期することが可能で、多角的に運動解析を⾏う
ことができる。  

<担当者> 新産業創出研究部 芦原 

TG-DTA 

TMA 
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平成３０年度科学技術週間一般公開行事のご案内  
 

国では４月１８日を発明の日と制定し、この日を含む一週間を科学技術週間として、科学技術の啓蒙
を図っています。福井県工業技術センターでは、『新しい技術は 未来への推進⼒』を開催テーマに、
最新の研究成果および新規導⼊設備の実演・展⽰、専門分野に関する技術講演会等の⾏事を通して、
最先端の科学技術を紹介する一般公開を⾏います。また、一般県⺠の皆様に最新の技術を⾒学してい
ただくために期間中の土曜日（４月２１日）もセンター全体を公開いたします。小・中学校の生徒の
皆様にも科学技術体験コーナーで科学技術を体験していただきます。 

この機会に是非ともご来場くださいますようご案内申し上げます。 
 

 
※一般公開のお問い合わせは、企画支援室 技術相談グループ へご連絡ください。 TEL (0776) 55-0664 

 

 

 福井県広報課では、県の施策や事業、イベント、試験などの最新情報を分かりやすくお知らせしています。 
 
 ○新 聞  「福井県からのお知らせ」 毎月１日、１５日に掲載（福井新聞、日刊県民福井など） 

       「県政だより」      随時 

 ○テレビ  「おはようふくいセブン」 日曜 7:00～7:30（FBCテレビ） 

       「ほっとふくい」     第１・３土曜 17:00～17:15（福井テレビ） 

       「まちかど県政」     日曜  11:45～11:50（福井テレビ）/16:55～17:00（FBCテレビ） 

 ○ラジオ  「ふくい元気通信」    毎週月・水・金曜 10:20～10:30頃（FBCラジオ） 

第３・５土曜 10:35～10:40頃（FBCラジオ） 

       「県政スポット」     毎週金曜 8:45～8:53頃（ＦＭ福井） 

 ○広報誌  「県政広報ふくい」    年12回発行､スマートフォン･タブレット用アプリ｢マチイロ｣でも配信 

 ○フェイスブック「ほやほや！ふくい（福井県広報課）」 随時配信 
 
 ※インターネットでも情報提供中 ホームページアドレス http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kouho/index.html 

  詳しくは福井県総務部広報課（TEL:0776-20-0220、FAX:0776-20-0621）までどうぞ 

 ※４月以降一部変更となる可能性があります 

 

 

福井県工業技術センターニュース Ｎｏ.１３２ 平成３０年３月発行 
編集・発行  福井県工業技術センター 企画支援室 

〒910-0102  福井県福井市川合鷲塚町61字北稲田10 

Tel：0776-55-0664 Fax：0776-55-0665 

E-Mail：kougi@fklab.fukui.fukui.jp  URL：http://www.fklab.fukui.fukui.jp/kougi/ 

 

 

日程 ４月１９日（木） ４月２０日（⾦） ４月２１日（土）

 

10:00〜12:00  B202 会議室 
熱分析セミナー 

9:30〜10:00 B206 多目的実習室 
研究成果発表(新産業創出研究部)

10:00〜16:00 
センター内各研究室 

科学技術体験コーナー 10:30〜11:30 講堂 
福井県繊維技術協会総会・表彰式 

10:05〜10:35 B206 多目的実習室 
研究成果発表(化学･繊維部)

13:00〜15:00  E305 
機器利⽤講習会(熱分析装置) 

10:40〜11:25 B206 多目的実習室 
研究成果発表(機械･⾦属部)

13:30〜16:00  B206 会議室 
機械学会特別講演会 

11:30〜12:00 B206 多目的実習室 
研究成果発表(建設技術研究部)

13:30〜17:00 講堂 
品質と技術に関する講演会 
(有料) 13:30〜16:00  C101 会議室 

福井県木材利⽤研究会講演会 
13:00〜15:00  B202 会議室 
機器利⽤講習会(非接触変位計測装置)

13:30〜17:00 講堂 
平成 30 年度繊維学会北陸⽀部 
学術普及講演会(有料)

13:30〜16:10  C101 会議室 
産総研福井サイト開設２周年記念セミナー 
〜新たな事業創造に貢献する産総研の材料技術〜

13:30〜16:30 B202 会議室
知財総合⽀援窓口 

実演 
展⽰ 

４月１９日〜４月２１日   9:00〜17:00 
福井県工業技術センター、(公財)ふくい産業⽀援センター、(一社)福井県発明協会 

福井県広報課からのご案内 

研
究
成
果
発
表
・
技
術
講
演
会
等 

18.03.18570

表紙写真：ふくいロボット 
テクニカルセンター☆環境への配慮から、ご来場につきましては、できる限り公共交通機関を利用してください。 

また、止むを得ず自動車で来られる場合には、アイドリングストップにご協力ください。 

（本誌掲載の写真・記事の無断転用を禁じます。）
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